
会報

140第 号
平成29年8月

※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付の
　ために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に
記載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!

写真提供：水野 茂 氏
資料提供：磐田市教育委員会 文化財課

磐田市見付 中川橋

見付の中央を流れる中川にかかる旧東海道の橋が中川
橋である。江戸時代から明治初期、中川橋下流の川尻（中
川町）の川岸には、倉庫が建ち並び、当地の特産品を福田
港に運んだ。写真は、大正元年に架け替えられた中川橋で、
四隅の親柱の上に照明灯、鉄製の欄干が取り付けられた。
現在の中川橋は、道路拡幅工事にともない平成2年3月

に架け替えた。

撮影：大正元年

現在の中川橋
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～ 災害による死亡者ゼロを目指して ～ 

2

平成29年8月1日発行 わが街の
防災対策
シリーズ

１　自助を基本とする防災意識の向上
２　総合的な防災・減災体制の確立
３　自助による防災力の向上
４　共助による地域防災力の向上 
５　公助による防災力の強化

Ⅰ 自助・共助・公助による
 　　　防災・減災対策の強化

Ⅱ　主要な事業Ⅲ　平成２８年静岡県・掛川市総合防災訓練

Ⅳ　掛川市防災ガイドブック

掛川市の防災拠点の役割を担う中央消防署

災害時に必要な車両や資機材への燃料確保のための給油施設を併設。平成27年度竣工。

平成２５年に発表された第４次地震被害想定によると、あらゆる可能性を考慮した南海トラフで発生する最大
クラス（レベル２）の南海トラフ巨大地震では、掛川市においては、８００人の死者が予想されています。また、地
震・津波だけでなく、市内には１，４００か所を超える土砂災害危険区域が指定されており、洪水による浸水も想定
されています。
このような状況を踏まえ、掛川市では「災害による死亡者ゼロ」を目指し、「掛川市地震津波対策アクションプ
ログラム２０１４」及び「掛川市国土強靱化地域計画」を策定し、防災減災対策を進めています。

平成２８年掛川市において１８年ぶりに、県との共催による総合防災訓練が行われました。防災機関による広域
的な受援体制の確認と、自主防災会との連携による実践的な訓練に重点をおくとともに、自助・共助の重要性を
再確認するため、市内４２か所の広域避難所で避難所運営訓練を実施しました。

自宅の立地条件や災害の種類、避難に時間を要する方が家族にいるなど、
避難するタイミングや場所はそれぞれ変わってくるため、掛川市では災害の
種別ごとの「家庭の避難計画」の作成を進めています。また、防災訓練には家
族全員で参加し、「家庭の避難計画」の確認と見直しを進めています。

自分の命は自分で守るための住宅の耐震化や家
具固定の促進、７日分の食料やその他必要品の備蓄
等事前の備えについても啓発し、自助による防災・減
災力の向上を図っています。

１　アクションプログラム及び国土強靱化地域計画の推進

 ２　家庭内防災対策の推進

自主防災会の組織化推進や実践的な防災訓練
の実施などにより、共助による地域防災力の向上
を図っています。
■地域防災計画作成の推進、防災資機材の整備
補助、防災リーダーの養成、防災研修会の開催、
防災出前講座の開催

■防災ラジオの全戸貸与、同報無線、地域防災無線
等の整備、自主防災会へのデジタル無線の配備

３　地域防災力の強化
各地域の被災状況を迅速に確認するため、情報
伝達の多様化を促進するとともに、効果的な活用
を図っています。

４　情報伝達資機材の整備

災害による死亡者ゼロを目指して策定した「掛川市地震津波対策アクションプログラム２０１４」や「掛川市国土
強靭化地域計画」を全庁横断的に取り組むとともに、市民・地域・事業者・市民活動団体と協働であらゆる災害につ
いて防災対策を推進しています。

レベル２の津波への対策として、海岸線９．７㎞の整備を平成２６年度より着手。平成３８年度の完了を目標に、有
事には津波防御施設として、平時には地域住民や自転車道の利用者が集い、散策できる場の創出も図っている。

例）海岸防災林の強化を掛川モデルで推進

塩害等により枯損が進んだ防災林（着手前）

完成区間の様子（沖之須地区）

市の防災林強化事業による盛土工事の施工状況 県の治山事業による覆土・植栽工事完了後の様子

H29.3撮影

沖之須

 H26 

T.P.12m

 150m 51,000㎥
 H27  270m 44,000㎥
 H28  180m 29,800㎥
 計  600m 124,800㎥
三　俣 H28 T.P.15m 20m 19,400㎥
合　計   620m 144,200㎥ 

地区 年度 盛土高 延長 盛土量

掛川モデル（標準横断図） 掛川モデル（実績表）

各種補助事業のメニュー

■木造住宅耐震診断、補強計画の作成や耐震工事など
■防災ベッド、耐震シェルター、家具固定や感震ブレーカーなど

防災ベッド

道路啓開訓練 避難所運営等訓練

耐震シェルター

交通対策・車両多重事故訓練

掛川潮騒の杜
保安林区域
自然公園区域
海岸保全区域
自転車道

資料提供：掛川市危機管理課



建設
ステーション

魚達＆ピッツァ・ウオタツ

魚達＆ピッツァ・ウオタツ

板前でピッツァイヨーロの
榛葉陽充より ”プレーゴ！”

ピッツァ生地は
素早く伸ばします

本
城
は
、
当
地
域
の
在
地
領
手 

久
野
宗
隆
が
構
築

し
た
も
の
で
あ
る
が
、そ
の
年
代
は
明
応
年
中（
一
四

九
二
〜
一
五
〇
〇
）と
も
永
正
年
中（
一
五
〇
四
〜
一

五
二
〇
）と
も
い
わ
れ
て
い
る
。宗
隆
は
今
川
氏
に
属

し
、多
く
の
戦
功
を
立
て
た
が
、孫
宗
能
は
永
禄
一
一

年（
一
五
六
八
）徳
川
家
康
の
旗
下
に
入
り
城
主
と
な

り
、掛
川
城
・
高
天
神
城
攻
撃
、小
牧
長
久
手
の
戦
い

な
ど
に
戦
功
を
立
て
て
い
る
。天
正
一
八
年（
一
五
九

〇
）
家
康
の
関
東
転
封
に
伴
い
宗
能
は
下
総
（
千
葉

県
）に
移
封
さ
れ
、
代
わ
っ
て
松
下
之
綱
が
丹
波（
京

都
府
）
よ
り
入
り
て
城
主
と
な
る
。そ
の
後
松
下
重

綱
・
久
野
宗
能（
再
任
）・
久
野
宗
成
・
北
条
氏
重
に

い
た
る
ま
で
、
八
代
お
よ
そ
一
五
〇
年
間
の
居
城
で

あ
っ
た
が
、正
保
元
年（
一
六
四
四
）廃
城
と
な
る
。

四
方
に
塀
を
め
ぐ
ら
し『
藩
翰
請
』に「
当
国
第
一

の
要
害
に
し
て
た
と
い
何
万
騎
を
差
し
向
け
て
も
落

つ
べ
く
も
見
え
ず
」と
書
か
れ
て
い
る
。

今
で
も
当
時
の
井
戸
・
空
堀
・
土
塁
跡
を
残
し
、又
、

城
跡
・
東
堀
・
西
堀
・
北
堀
・
高
見
な
ど
の
地
名
に
よ
っ

て
当
時
が
し
の
ば
れ
る
。
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歴
史

第
十
回
は
袋
井
市
鷲
巣
に
あ
る
久
野
城
址
を
紹
介
し
ま
す
。

⑩

中
東
遠
の
城
跡
を
訪
ね
る

兵
ど
も
が
夢
の
跡

袋井市鷲巣 久野城

本丸全景本丸

全体案内図

土塁

井戸

工事名称 袋井市立笠原こども園新設工事
工事場所 袋井市山崎地内
発 注 者 袋井市長　原田英之
工　　期 平成28年７月～平成29年２月
設　　計 （株）エコア総合設計
工事監理 タカ設計一級建築士事務所

袋井市初の公立認定こども園です。
笠原幼稚園と笠原保育所が統合し新設されました。保育室６室、遊戯室、調理室を備え、採光に配慮した
明るく温かみのある園舎です。併せて、笠原小学校区放課後児童クラブの専用室も施設内に設けられました。
平成２９年度には旧幼稚園舎を撤去し、園庭、駐車場、プール等の整備を行い、全体事業が完了する予定です。

「袋井市立笠原こども園」新設工事

工
事
概
要

工
事
概
要

施 工 者 丸明建設（株）　建築工事
 中村電気工事（株）　電気設備工事
 （株）渥美　機械設備・厨房機器工事
構　　造 鉄骨造平屋建
敷地面積 5,165.17㎡
建築面積 1,138.03㎡ （延床面積 1,115.97㎡)

落成式正門 保育の様子 保育室

所在地： 掛川市伊達方480-5
TEL： 0537-27-1794
営業時間：平日　16:30～19:30
※５枚以上の予約で平日ランチ営業します
 土日祝日
 11:00～13:00
 16:30～19:30
定休日： 月・火曜日
駐車場： 有
http://www.b-mall.ne.jp/t/2014/5585

※
案
内
板
よ
り
引
用

む
ね
た
か

く
の

む
ね
よ
し

ゆ
き
つ
な

は
ん
か
ん
ぷ

アクセス：
県道415号　千羽交差点より東に約１km
掛川市伊達方歩道橋　右側　東山口小学校前　
　または、国道一号掛川バイパス八坂インター
チェンジより西方面に1km 2つ目の歩道橋左側

①サラダ感覚で
ヘルシーフォッカッチャ

②生たまごでパワー充電
大人気のビスマルク

④燻製スカモルツァチーズを
使ったクラッシカ

⑤水牛のモッツァレラチーズ
を使ったマルゲリータ・ドック

③これからの季節限定
バジルソースのジェノヴェーゼ

旧
国
道
一
号
線
の
掛
川
市
立
東
山
口
小
学

校
前
に
あ
る
地
元
か
ら
愛
さ
れ
る
仕
出
し・宴

会
料
理
店「
魚
達
」で
本
格
ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
が

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

料
理
人
で
あ
る
榛
葉
陽
充（
は
る
み
ち
）は
、

懐
石
料
理
を
学
ん
だ
正
真
正
銘
の
和
食
の
板

前
で
す
が
、兄
で
あ
る
天
皇
賞
、日
本
シ
リ
ー

ズ
な
ど
で
国
歌
独
唱
し
て
い
る
ミ
ラ
ノ
在
住

20
年
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
、榛
葉
昌
寛
の
影
響
で

掛
川
と
イ
タ
リ
ア
を
料
理
で
橋
渡
し
を
し
た

い
と
一
念
発
起
し
、

ミ
ラ
ノ
に
渡
り
街
一

番
の
ナ
ポ
リ
ピ
ッ

ツ
ァ
の
人
気
店

「
ピ
ッ
コ
ラ・ナ
ポ

リ
」で
修
業
を
積
ん

本
格
ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
を

味
わ
え
る
仕
出
し
・
宴
会
料
理
店

で
参
り
ま
し
た
。今
で
は
、イ
タ
リ
ア
を
知
り
尽

く
す
兄
を
も
〞こ
れ
ぞ
本
場
ナ
ポ
リ
の
味
〞と
唸

ら
せ
る
ピ
ッ
ツ
ァ
に
な
り
ま
し
た
。

ル
ッ
コ
ラ・パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー
ノ・生
ハ
ム
と
ミ
ニ

ト
マ
ト
を
た
っ
ぷ
り
載
せ
た
〞フ
ォッ
カ
ッ
チ
ャ
〞は

一番
人
気
、バ
ジ
ル
ソ
ー
ス
の
〞ジ
ェ
ノ
ヴ
ェ
ー
ゼ
〞、

4
種
の
チ
ー
ズ
を
使
っ
た
〞ク
ワ
ッ
ト
ロ・フ
ォ
ル

マ
ッ
ジ
〞は
イ
タ
リ
ア
産
の
は
ち
み
つ
と
共
に
ま
さ

に
イ
タ
リ
ア
の
味
、地
元
素
材
と
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
は
、駿
河
湾
の
シ
ラ
ス
と
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
〞チ

チ
ェ
レ
ネ
ッ
ラ
〞な
ど
、魚
達
で
し
か
食
べ
ら
れ
な

い
妥
協
の
な
い
ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
を
是
非
皆
さ
ん

召
し
上
が
れ
！

B
u
o
n 

A
p
p
e
t
i
t
o
！

女性人気No
.1

当店人気No
.1

ピッツァはテイク
アウトですが、宴
会場を使用して
いなければ、焼き
立てをその場で
召し上がる事も
できます。お気軽
にお問い合わせ
ください。
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連
日
の
暑
さ
で
身
体
の
調
子
が
い
ま
い
ち

良
く
な
い
と
い
う
方
、多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。夏
と
い
え
ば
、ス
イ
カ
や
か
き
氷

な
ど
多
く
の
食
べ
物
を
想
像
し
ま
す
。そ
の
中

で
今
回
、気
に
な
っ
た
の
は
ス
イ
カ
。

ス
イ
カ
の
生
産
者
の
方
々
は
７
月
２７
日
を

「
ス
イ
カ
の
日
」と
制
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ス
イ
カ
の
味
が
最
も
お
い
し
く
な
る
季
節
が

７
月
〜
８
月
で
あ
る
こ
と
、ス
イ
カ
の
網（
ア

ミ
）模
様
を
綱（
ツ
ナ
）と
読
み
替
え
て
、数
字

に
変
換
す
る
と
２７
に
な
る
こ
と
か
ら
こ
の
日

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。ス
イ
カ
の
果
肉
成
分
の

約
95
%
は
水
分
で
す
。こ
の
他
に
は
、ブ
ド
ウ

糖
や
果
糖
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
身

体
へ
の
吸
収
が
早
い
た
め
、夏
の
暑
さ
で
疲
れ

た
身
体
を
休
め
る
に
は
効
果
的
だ
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、袋
井
建
設
業
協
会
管
内
で
よ

く
収
穫
さ
れ
て
い
る
メ
ロ
ン
の
日
は
毎
月
６

日
だ
そ
う
で
す
。メ
ロ
ン
の
出
荷
量
が
多
い
の

が
６
月
で
あ
る
こ
と
や
、「
６
」と
い
う
数
字
が

メ
ロ
ン
の
形
に
似
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
か
ら

だ
そ
う
で
す
。

各
社
、各
現
場
で
熱
中
症
対
策
に
頭
を
ひ

ね
っ
て
い
る
時
か
と

思
い
ま
す
。大
手
ゼ

ネ
コ
ン
さ
ん
の
現
場

で
は
、か
き
氷
が
食
べ

放
題
だ
と
か・・・。現

場
事
務
所
に
ス
イ
カ

を
置
い
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？

（
N・M 

）

「
ス
イ
カ
」

協
会
活
動
報
告
平成29年
3月～6月

5
／
19（
金
） 平
成
29
年
度 

定
時
総
会

●
平
成
28
年
度 
決
算
書
類
の
承
認

●
平
成
29
年
度 

事
業
計
画
及
び
予
算
書
の
承
認

●
報
告
事
項

　
（
28
年
度
事
業
報
告
、公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
）

4
／
24（
月
） 平
成
29
年
度 

第
1
回
理
事
会

●
定
時
総
会
上
程
議
案
及
び
報
告
事
項
の
決
定

●
定
時
総
会
進
行（
案
）及
び
経
営
者
研
修
会（
経
営
者

　
セ
ミ
ナ
ー
）内
容
確
認

●
活
動
報
告
及
び
委
員
長
報
告　
ほ
か

●
経
営
者
研
修
会（
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
）【
参
加
者
45
名
】

　
「
経
営
状
況
の
分
析
8
指
標
の
解
説
」と

　
「
最
近
の
建
設
業
行
政
に
お
け
る
話
題
」

Ｙ
指
標
が
持
つ
意
味
や
Ｙ
指
標
を
と
ら
え
る
時
の
留
意

点
を
貸
借
対
照
表
等
の
イ
メ
ー
ジ
図
や
計
算
式
を
用
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
を
頂
い
た
ほ
か
、災
害
発
生
時

に
お
け
る
地
元
建
設
業
の
重
要
性
が
益
々
高
ま
っ
て
い

る
現
状
や
社
会
保
険
加
入
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
、国
の
建
設
産
業
政
策
会
議
の
動
向
や
検
討
内
容
な

ど
の
情
報
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

講
師
：
井
関　
徹　
様

　
（一般
財
団
法
人 

建
設
業
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー　
東
日
本
支
部
長
）

3
／
21（
火
） 平
成
28
年
度 

第
8
回
理
事
会

●
平
成
29
年
度 

事
業
計
画
及
び
予
算
書
の
承
認

●
技
術
委
員
会（
土
木
部
会
員
）の
交
代

●
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
褒
章
候
補
者
の
推
薦

●「
廃
棄
物
不
法
投
棄
の
情
報
に
関
す
る
協
定
」に
関

　
す
る
協
議

●
活
動
報
告
及
び
委
員
長
報
告　
ほ
か

■
正
副
会
長
会
議（
総
務
委
員
会
）

3
／
21（
火
）

　
平
成
28
年
度 

第
８
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

4
／
5（
水
）・7（
金
）

　
県
発
注
機
関
及
び
磐
田
労
基
署
と
の
意
見
交
換

   

県
西
部
危
機
管
理
局
と
の
災
害
時
等
に
お
け
る
意
見
交
換

4
／
24（
月
）

　
平
成
29
年
度 

第
１
回
理
事
会
上
程
議
案
及
び
報
告
事
項

■
安
全
委
員
会

3
／
2（
木
）

　
平
成
28
年
度
第
6
回
安
全
委
員
会 【
出
席
者
14
名
】

　
（
平
成
28
年
度
事
業
報
告
、平
成
29
年
度
事
業
計
画
）

3
／
23（
木
）

　
講
師
団
打
合
せ
会  【
出
席
者
11
名
】

　
（
平
成
29
年
度
技
能
講
習
会
開
催
計
画
）

4
／
5（
水
）

　
安
全
祈
願
祭（
小
國
神
社
） 【
参
加
者
58
名
】

　
第
1
回
安
全
委
員
会　
【
出
席
者
15
名
】

　
（
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
進
め
方・安
全
大
会・安
全
研

　

  

修
会
に
つ
い
て
）

5
／
23（
火
）

　
第
2
回
安
全
委
員
会

　
（
安
全
大
会
、安
全
研
修
会
に
つ
い
て
）

6
／
21（
水
）

　
第
3
回
安
全
委
員
会（
安
全
大
会
、パ
ト
ロ
ー
ル
の
進
め
方
）

　
第
31
回
袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会（
袋
井
建
設
業
会
館
）

総
会

4
／
19（
水
） 平
成
28
年
度 

決
算
関
係
監
査

●
袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組

　
合
、建
災
防
袋
井
分
会
、N
P
O
つ
ち
お
と

監
事
会

理
事
会

委
員
会
等
報
告

4
／
20（
木
）

　
刈
払
機
取
扱
作
業
者
教
育
講
習【
受
講
者
22
名
】

4
／
27（
木
）

　
第
１
回
技
術
者
講
習
会【
受
講
者
110
名
】　　

5
／
9（
火
）

　
現
場
管
理
者
統
括
管
理
講
習【
受
講
者
19
名
】 

5
／
11（
木
）

　
足
場
組
立
て
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育（
3
時
間
）

　
【
受
講
者
38
名
】

5
／
16（
火
）

　
足
場
組
立
て
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育（
6
時
間
）

　
【
受
講
者
25
名
】

5
／
17（
水
）

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ
セ
ミ
ナ
ー【
参
加
者
27
名
】

5
／
24（
水
）

　
監
理
技
術
者
テ
レ
ビ
講
習【
受
講
者
19
名
】

5
／
25（
木
）

　
建
設
業
等
熱
中
症
予
防
指
導
員
研
修【
受
講
者
29
名
】

5
／
30（
火
）

　
協
会
員
限
定
無
料
模
擬
試
験（
土
木・建
築・管・舗
装
）

　
【
参
加
者
6
名
】

5
／
31（
水
）

　
建
設
業
等
作
業
者
の
た
め
の
熱
中
症
予
防
教
育

　
【
受
講
者
12
名
】

6
／
6（
火
）〜
8（
木
）

　
地
山
の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保
工
作
業
主
任
者
技
能

　
講
習【
受
講
者
33
名
】

6
／
15（
木
）〜
16（
金
）

　
足
場
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習【
受
講
者
70
名
】

6
／
22（
木
）

　
足
場
組
立
て
等
作
業
主
任
者
能
力
向
上
教
育
講
習

　
【
受
講
者
20
名
】

6
／
23（
金
）

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ
セ
ミ
ナ
ー【
参
加
者
26
名
】

6
／
26（
月
）

　
足
場
組
立
て
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育（
3
時
間
）

　
【
受
講
者
57
名
】

6
／
28（
水
）〜
29（
木
）

　
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
【
受
講
者
21
名
】

各
種
研
修
会
・
講
習
会

表
　
彰

そ
の
他
の
行
事

平
成
29
年
５
月
29
日
、静
岡
労
政
会
館
に
お
い
て

表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、次
の
会
社・個
人
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
建
築
部
門
】

最
優
秀
賞　
石
川
建
設（
株
）　
（
磐
田
市
）

■
技
術
委
員
会　
土
木
部
会

3
／
7（
火
）

　

平
成
28
年
度
第
4
回
部
会　
【
出
席
者
7
名
】

　
（
平
成
28
年
度
事
業
報
告
、平
成
29
年
度
事
業
計
画
）

4
／
27（
木
）

　

第
１
回
技
士
会
代
議
員
会・第
１
回
土
木
部
会
合
同

　
会
議（
親
子
現
場
見
学
会
、技
術
者
講
習
会
等
）

■
技
術
委
員
会　
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会【
出
席
者
8
名
】

5
／
26（
金
）

　

平
成
29
年
度
第
1
回
部
会（
平
成
29
年
度 

I
T
講
習
会
）

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
部
会
）

3
／
8（
水
）

　

静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
検
討
会
Ｗ
Ｇ
出
席

　
（
災
害
協
定
事
業
者
の
割
付
け
協
議
）

5
／
31（
水
）

　

平
成
29
年
度
第
3
回
委
員
会「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
部
会
」

　
（
平
成
29
年
度
公
共
工
事
必
要
箇
所
調
査
実
施
計
画
）

4
／
18（
火
）

　

平
成
29
年
度
第
1
回
委
員
会

　
（
静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
計
画
に
係
る
災
害
協
定

　

  

事
業
者
の
割
付
け
協
議
）

5
／
8（
月
）

　

平
成
29
年
度
第
2
回
委
員
会

　
（
静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
計
画
に
係
る
災
害
協
定

　

  

事
業
者
の
割
付
け
調
整
）

■
広
報
委
員
会

3
／
14（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
139
号
」の
校
正
及
び 

 

平
成
29
年
度
発
行
計
画

4
／
1（
土
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
139
号
」の
発
行　

4
／
18（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
140
号
」の
編
集
計
画

5
／
16（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
140
号
」の
編
集
会
議 

6
／
20（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
140
号
」の
編
集
会
議  

5
／
29（
月
）

　
静
岡
県
建
設
業
協
会
定
時
総
会・協
会
長
賞
等
表
彰
式

6
／
2（
金
）〜
3（
土
）

　
会
員
視
察
研
修【
参
加
者
30
名
】

　
（
竹
生
島・比
叡
山
延
暦
寺・彦
根
城
ほ
か
）

6
／
4（
日
）

　
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
活
動（
袋
井
市
農
政
課
）へ
の
参
加

　
【
参
加
者
8
名
】

6
／
23（
金
）

　
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

(

一
社)

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰　
及
び

(

一
社)

静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

■(

一
社)

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰

２
条
４
号

多
年
に
わ
た
り
企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、

建
設
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
村
田
篤
義　
（
株
）村
田
建
設（
菊
川
市
）

４
条
１
号

経
営
の
合
理
化
、技
術
の
向
上
に
顕
著
な
成
果

　
（
株
）鈴
恭
組（
磐
田
市
）

■(

一
社)

静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

５
条

職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好

　
落
合
雅
敏 

（
株
）増
田
組（
御
前
崎
市
）

　
白
畑
克
弘 

（
株
）ア
キ
ヤ
マ（
磐
田
市
）

　
大
関　
宏 

（
株
）永
井
組（
袋
井
市
）

　
袴
田
敏
久 

（
株
）永
井
組（
袋
井
市
）

　
中
村　
進 

正
光
建
設（
株
）（
森
町
）

　
大
槻　
登 

正
光
建
設（
株
）（
森
町
）

　
伊
與
田
利
和 

丸
明
建
設（
株
）（
袋
井
市
）

４
条
１
号

経
営
の
合
理
化
、技
術
の
向
上
に
顕
著
な
成
果

　
（
株
）ア
キ
ヤ
マ（
磐
田
市
）

４
条
5
号

社
会
貢
献
活
動
等
に
顕
著
な
功
績

　
塚
本
建
設（
株
）　
（
袋
井
市
）

２
条
４
号

永
年
に
わ
た
り
会
員
企
業
の
代
表
者
と
し
て
、

業
界
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
　
堀
内　
豊　
（
株
）堀
内
土
木（
磐
田
市
）

　
　
中
山
勝
義　
中
山
建
設（
株
）（
掛
川
市
）

■(

一
社)

静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
会
長
表
彰

■(

一
社)

静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創
り
大
賞

経
営
の
合
理
化
、技
術
の
向
上
等
を
図
り
、

建
設
産
業
の
発
展
に
顕
著
な
功
績

　
倉
見
正
一　
倉
見
建
設（
株
）（
森
町
）

４
条
2
号

環
境
に
配
慮
し
た
建
設
事
業
の
推
進

　
（
株
）鳶
宗
建
設（
磐
田
市
）

４
条
3
号

会
員
相
互
の
倫
理
の
向
上
に
顕
著
な
成
果

　
（
株
）永
井
組（
袋
井
市
）

４
条
4
号

労
務・福
利
厚
生
の
改
善
に
顕
著
な
功
績

　
松
村
建
設（
株
）（
磐
田
市
）

５
条

職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好

　
　
鈴
木
芳
則　
（
株
）ア
キ
ヤ
マ（
磐
田
市
）

　
　
山
﨑
正
好　
（
株
）藤
本
組　
（
掛
川
市
）

　
　
川
隅
好
幸　
（
株
）藤
本
組　
（
掛
川
市
）

4.20 刈払機講習

4.20 刈払機実技

4.27 技術者講習瑞米山　月心寺

彦根城 4.27 技術者講習
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発
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●
一
般
社
団
法
人
 袋
井
建
設
業
協
会
〒
4
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7
-0
0
2
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井
市
三
門
町
1
1
-1
2
  TEL0

5
3
8
-4
2
-4
3
3
8

140
第

号

つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

現場の安全衛生管理組織を合法的に整備し
有効に運営し、労働災害防止活動に労使が積
極的に協力し、職場の安全管理と意識の高揚
に努力された4事業場が受賞されました。

応募総数155作品の中から、選ばれました。
優秀賞の作品は、現場の状況をしっかりと見据
えた作品でした。

参加者全員で、「がんばろう」を三唱し、
更なる安全の意識高揚を図りました。

今年は早い時期から温度が高い日が続いています。
この現場では、すでに5月末から熱中症対策を実施し、
更に細かく掲示がされていて、作業員にも見やすい掲
示方法でした。

　現場での各役割を、チョッキを着用することにより、
誰からでも、遠くからでもハッキリと確認できました。
広い現場での活用が、大変効果的だと思います。

法面保護のためコンクリートブロックを施工していた現場に
おいて、発電機の周囲に仮囲いを設けるように指示しました。
※労働安全衛生規則　329条の1に該当

人材を教育することにより、安全な作業をいかに管理でき
る現場にしていくことが大事かを講話していただきました。

「建設業を担う人材の育成、人材教育が災害発生を防ぐ！」
安全衛生コンサルタント　鈴木敬司氏

6/13（火） 建災防静岡県支部 安全指導者研修会

6/21（水） 第31回 袋井地区建設業安全大会

平成29年度工事現場　安全パトロール実施結果

県建設工事における工事事故発生状況等について
　　　静岡県交通基盤部
　　　　　　工事検査課技監　松下義彦氏

脚立作業の安全化についての講演
労働安全衛生総合研究所
リスク管理研究センター　菅間　敦氏

優良事業場賞受賞者

（株）三井組　　 岡田建設（株）

（株）アキヤマ　 正光建設（株）

安全標語入賞者

優秀賞　正光建設（株）　近藤百合香

「きのうヨシ 今日もヨシとは限らない
　 　　　　 一から始める安全点検」

安全の誓い

安全講話

平成29年度安全指導者研修会が6月13日（火）に静岡県建
設業会館で行われ、袋井分会からは7名が参加しました。
今回は「脚立作業の安全化について」の特別講演がありまし

た。脚立作業は油断しがちで、無理な体勢での作業、墜落防止
装置の不十分により、事故が多発しているのが現状です。脚立
が転落リスクが高い用具であることを念頭に置き、適切に作業
を行うことが大切であると感じました。

第31回 袋井地区建設業安全大会が6月21日（水）に行われ、88名が参加しました。
参加者一同、改めて安全第一の重要さ、取り組みの大切さを感じました。

これいいね！ すぐ直そう！

佳　作
（株）鈴恭組 西村　雄登
（株）増田組 八木　広行




